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売却──究極の物流リストラ

　グループ連結経営の強化とグローバル化の進展
が、物流子会社政策の再考を迫っている。この
ところの業績回復で、痛みの伴うリストラを先送
りする動きが見られる一方、懐に余裕のあるうち
にと、前倒しで改革を断行する企業も目立って
きた。親会社のスタンスは二極化が進んでいる。

強
い
メ
ー
カ
ー
か
ら
先
に
動
く

　

富
士
通
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
、
資
生
堂
、
オ
ム
ロ
ン
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

─
─
日
本
の
有
力
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
物
流
子
会
社
の
売
却
が

加
速
し
て
い
る
。
売
却
先
は
い
ず
れ
も
国
内
外
の
物
流
企
業
、

３
Ｐ
Ｌ
だ
。
物
流
子
会
社
の
従
業
員
と
既
存
事
業
は
、
そ
の

ま
ま
売
却
先
の
３
Ｐ
Ｌ
に
受
け
継
が
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

そ
れ
ま
で
の
事
実
上
の
自
家
物
流
が
、オ
セ
ロ
ゲ
ー
ム
の
よ
う

に
一
瞬
に
し
て
３
Ｐ
Ｌ
に
塗
り
変
わ
る
。
日
本
市
場
に
特
有

の
３
Ｐ
Ｌ
導
入
ス
キ
ー
ム
だ
。

　

米
国
で
は
自
家
物
流
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
切
り
替
え
る

に
あ
た
り
既
存
従
業
員
の
レ
イ
オ
フ
が
実
施
さ
れ
る
。
実
際
、

九
〇
年
代
初
頭
の
米
国
で
は
、
荷
主
企
業
に
勤
め
る
物
流
マ

ン
の
大
量
の
首
切
り
と
、資
産
を
持
た
な
い
ノ
ン
ア
セ
ッ
ト
系

３
Ｐ
Ｌ
の
台
頭
が
、コ
イ
ン
の
裏
表
と
な
っ
て
拡
大
し
た
。
一

方
、
米
国
と
比
べ
て
労
働
組
合
の
力
が
強
い
欧
州
で
は
、
荷

主
従
業
員
の
雇
用
維
持
が
３
Ｐ
Ｌ
導
入
の
条
件
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
物
流
子
会
社
を
ス
タ
ッ
フ

ご
と
買
収
す
る
こ
と
が
、
そ
の
親
会
社
を
荷
主
と
す
る
３
Ｐ

Ｌ
案
件
獲
得
の
常
套
手
段
と
な
っ
て
い
る
。

　

も
と
も
と
日
本
は
各
業
界
の
大
手
メ
ー
カ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ

傘
下
に
物
流
子
会
社
を
抱
え
る
世
界
に
も
類
を
見
な
い
“
物

流
子
会
社
大
国
”
だ
。
二
〇
〇
〇
年
三
月
期
ま
で
続
い
た
親

会
社
中
心
の
単
独
決
算
主
義
が
、
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
た
。

単
独
決
算
主
義
で
は
子
会
社
の
業
績
は
親
会
社
の
評
価
の
対

象
と
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
親
会
社
は
物
流
子
会
社
と
の

取
引
を
、毎
期
の
業
績
数
値
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
調

整
弁
と
し
て
利
用
で
き
た
。
子
会
社
を
親
会
社
の
余
剰
従
業

員
や
Ｏ
Ｂ
の
受
け
皿
に
も
し
て
き
た
。

　

欧
米
に
倣
っ
て
日
本
も
連
結
決
算
重
視
に
移
行
し
た
こ
と

で
、
そ
の
前
提
が
崩
れ
た
。
過
去
の
子
会
社
政
策
の
精
算
を
、

親
会
社
は
否
応
な
く
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め



に
会
計
制
度
改
革
を
直
前
に
控
え
た
一
九
九
〇
年
代
末
に
は
、

大
手
メ
ー
カ
ー
の
物
流
子
会
社
の
身
売
り
話
が
水
面
下
で
活

発
に
や
り
取
り
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
ゴ
ー

ン
改
革
で
バ
ン
テ
ッ
ク
と
ゼ
ロ
（
旧
日
産
陸
送
）
を
売
却
し
た

日
産
自
動
車
を
例
外
と
し
て
、
大
規
模
な
物
流
子
会
社
の
ほ

と
ん
ど
が
、
そ
の
ま
ま
温
存
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
先
輩
社

員
が
天
下
り
し
て
い
る
子
会
社
を
切
り
捨
て
る
こ
と
に
、
親

会
社
の
経
営
陣
が
二
の
足
を
踏
ん
だ
格
好
だ
。

　

そ
れ
で
も
連
結
経
営
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
、同
時
に
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
急
加
速
し
た
こ
と
で
、親
会
社
の
ス
タ
ン
ス
も

変
わ
っ
て
き
た
。
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
選
択
と
集
中

を
進
め
よ
う
と
物
流
子
会
社
改
革
を
断
行
す
る
メ
ー
カ
ー
が
、

こ
の
三
〜
四
年
の
間
に
次
々
に
現
れ
て
い
る
。
外
資
系
３
Ｐ

Ｌ
の
本
格
参
入
を
は
じ
め
、
日
本
市
場
に
３
Ｐ
Ｌ
が
は
っ
き

り
と
定
着
し
て
き
た
こ
と
も
、
そ
れ
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　

富
士
通
は
〇
四
年
に
物
流
子
会
社
の
富
士
通
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
を
、３
Ｐ
Ｌ
世
界
最
大
手
の
エ
ク
セ
ル
（
現
在
の
Ｄ
Ｈ
Ｌ

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
）
に
売
却
し
た
。
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
の
崩
壊
で

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
富
士
通
は
、
経
営
資
源
を
コ
ア
・

コ
ン
ピ
タ
ン
ス
（
競
争
力
の
源
泉
）
に
集
中
す
る
大
規
模
な
改

革
を
実
施
。
既
存
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
コ
ア
と
ノ
ン
コ
ア
に
分

類
し
、
ノ
ン
コ
ア
と
評
価
し
た
プ
ロ
セ
ス
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
に
踏
み
切
っ
た
。

　

富
士
通
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
売
却
は
そ
の
一
環
だ
っ
た
。
同

社
は
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
の
物
流
を
強
み
と
し
て
、良
好

な
財
務
状
況
を
維
持
し
て
い
た
が
、そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
は

目
立
っ
た
優
位
性
が
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

の
実
績
に
も
乏
し
か
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
以
外
の
荷
主
、い
わ
ゆ

る
外
販
比
率
は
一
割
以
下
で
、
売
り
上
げ
の
大
半
を
グ
ル
ー

プ
に
依
存
し
て
い
る
状
態
だ
っ
た
。

　

富
士
通
と
し
て
は
三
つ
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
。①
改
革
の
先

送
り
、
②
子
会
社
の
解
散
、
③
売
却
で
あ
る
。
し
か
し
、「
①

先
送
り
」
す
る
猶
予
は
な
い
。
ま
た
「
②
解
散
」
は
事
実
上
、

親
会
社
へ
の
吸
収
を
意
味
し
、
選
択
と
集
中
と
は
逆
行
す
る
。

結
局
、
経
営
陣
は
「
③
売
却
」
を
決
断
し
た
。

　

売
却
先
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
既
存
従
業
員
の
雇
用
維

持
が
最
重
視
さ
れ
た
。
最
終
的
に
外
資
の
エ
ク
セ
ル
を
選
ん
だ

の
も
「
既
に
組
織
の
出
来
上
が
っ
て
い
る
国
内
の
３
Ｐ
Ｌ
で

は
、富
士
通
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
元
社
員
た
ち
が
新
し
い
居
場

所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
」
た
め
だ
っ
た
。
日
本

の
３
Ｐ
Ｌ
市
場
に
新
た
に
参
入
し
た
外
資
で
あ
れ
ば
、
相
手

側
の
人
材
ニ
ー
ズ
と
も
合
致
す
る
た
め
活
躍
の
場
を
確
保
し
や

す
い
。
し
か
も
外
資
系
３
Ｐ
Ｌ
に
は
、
富
士
通
が
荷
主
と
し

て
必
要
と
す
る
国
際
物
流
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
期
待
で
き
た
。

　

物
流
子
会
社
に
メ
ス
を
入
れ
る
キ
ッ
カ
ケ
は
業
績
悪
化
ば
か

り
と
は
限
ら
な
い
。
今
年
四
月
、
資
生
堂
は
業
績
絶
好
調
の

最
中
に
資
生
堂
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
約
二
八
億
円
で
日
立
物
流

に
売
却
し
た
。
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
国
内
八
カ
所
に
所
有
し
て

い
た
物
流
セ
ン
タ
ー
の
土
地
・
建
物
も
物
流
不
動
産
フ
ァ
ン
ド

の
プ
ロ
ロ
ジ
ス
に
一
六
〇
億
円
で
売
却
し
た
。

　

い
く
ら
足
元
の
業
績
は
好
調
で
も
国
内
の
化
粧
品
市
場
は

既
に
成
熟
し
て
い
る
。
市
場
規
模
の
拡
大
は
も
は
や
期
待
で

き
な
い
。
一
方
、
中
国
を
始
め
と
し
た
ア
ジ
ア
の
化
粧
品
市

場
は
急
成
長
し
て
い
る
が
、
物
流
子
会
社
は
国
際
物
流
の
機

能
を
欠
い
て
い
る
。
今
後
国
内
市
場
が
シ
ュ
リ
ン
ク
し
て
、海

外
シ
フ
ト
が
進
め
ば
、物
流
子
会
社
の
存
在
が
グ
ル
ー
プ
経
営

の
足
か
せ
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
リ
ス
ク
を
事
前
に
回
避

し
て
お
こ
う
と
い
う
判
断
だ
。

　

物
流
子
会
社
の
リ
ス
ト
ラ
の
ス
キ
ー
ム
は
既
に
確
立
し
て
い

る
。
物
流
不
動
産
フ
ァ
ン
ド
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
買
収
す
る

側
の
３
Ｐ
Ｌ
の
リ
ス
ク
も
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
。
今
後
は
業

績
好
調
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
む
メ
ー
カ
ー
ほ
ど
物
流
子
会
社

改
革
に
先
手
を
打
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
問
題
を
先
送
り

す
る
親
会
社
と
の
格
差
は
広
が
る
一
方
だ
。　
（
大
矢
昌
浩
）
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主な物流子会社のM&Aの概要

 時期 親会社 子会社 子会社の概要 売却先 売却スキーム

2004年6月

2004年10月

2005年10月

2007年4月

2007年4月

2008年1月

富士通

ＴＤＫ

大丸

資生堂

オムロン

日本IBM

富士通ロジスティクス

TDK物流

アソシア

資生堂物流サービス

オムロンロジスティック
クリエイツ

日本IBMロジスティクス

旧エクセルの日本法人が全株式を取得。買収
金額は非公開。その後、エクセルをDHLが買
収。

アルプス物流を存続会社として合併。合併比
率はアルプス物流1に対してTDK物流
0.82。

子会社株の68％を6億5000万円で郵政公
社に売却。子会社はJPロジサービスに社名
変更。

子会社株の90％を約28億円で日立物流に、
物流施設は160億円でプロロジス、マテハン
設備は30億円で日立キャピタルに売却

子会社株式の49％を住友倉庫に売却。子会
社はオムロン住倉ロジスティックに社名変
更。

日本IBMの保有する子会社株の全株式を1億
円で安田倉庫に売却。子会社は日本ビジネス
ロジスティクス（JBL)に社名変更の予定。

93年設立。06年度の年
商約40億円。07年9月
時点の従業員数86人。

97年設立。06年3月期
の年商約150億円。従業
員数約40人。

87年設立。06年度末時
点の年商約170億円。従
業員数282人。

68年設立。04年年度の
年商119億円。従業員数
477人。

81年 設 立。従 業 員 数
242人。03年度末の年
商約60億円。

88年設立。03年度の年
商推定380億円。従業員
数473人。

DHLサプライチェーン
（旧エクセル）

アルプス物流

日本郵政公社

日立物流

住友倉庫

安田倉庫


